
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 月に実施しました（仮称）北校の校名募集に 152 人・25 団体から 209 件のご応募がありました。紙面

の都合上、全てを掲載することはできませんが、その中から一部抜粋してご紹介します。 

 
庄内竜門 竜門めいせい 竜の島 豊中みなみ 庄北 庄内北 

成庄北 庄内幸 晴幸 庄内栄翔 庄内未来 庄内大空 

靱学館 庄内明朋 若月 大成 豊中虹ノ森 共育 

豊咲 豊中誠心 ポプラ ともしび 庄内創志 庄内創明 

庄内ひなた 希望 あけぼの 蒼跳 庄桜 英明 

竜成 竜光 神崎北桜 豊桜 豊中南部鎮法 清尚台 

安住 虚心 豊勇 明友 つばさ あさひの宝 

笑楽 大楽 明輝 金楽 流星 さいわい 

幸安夢想 元気 庄内ローズ 竜子 庄内宝翔 桜ハッピー 

庄内竜門桜 庄栄北 まち未来創造 庄内ｺﾗﾎﾞｽｸｰﾙ TSSN 庄内ゆめの町 

開庄館北豊中 青空 豊庄 友ノ輪 武蔵山 庄内幸楽 

新庄北 しょうりゅう 太陽 桜星 庄野島 竜門未来 
 

 
庄内 竜 野 島 豊 開 光 幸 滴 

創造 虹 共 桜 靱 明 尚 進 前進 

犀 星 友 道 真 正 清 水 楽 

立 志 跳 平和 天 翔 台 長 コラボ 

極 北 広 勇気 成 子 青 輝 自然 

心 夢 育成 宝 愛 元気 笑 希 安全 

 

 

 
  

この通信は、庄内地域における「魅力ある学校」づくりの検討状況を地域や保護者のみなさまへお知らせ

するために発行しています。 

本号では、（仮称）北校の校名募集結果、第 4回開校準備委員会、施設の検討状況についてお伝えします。 

第 9号 平成 30年（2018年）12月 

庄内小学校は、明治 6年(1873)に第一番小学校 

として開校し、その後、明治 11年(1878)龍門

小学校→明治 22 年(1889)庄内尋常小学校→昭和 16 年

(1941)庄内国民学校と変遷し、昭和 22年(1947)に庄内

小学校となりました。 

そして、昭和 25年(1950)以降、子どもの増加に伴い、

右図のように 5つの小学校ができました。 

 

S34 

庄内小学校 庄 内 小 学 校 

島 田 小 学 校 

野 田 小 学 校 

庄内南小学校 

千 成 小 学 校 

庄内西小学校 

S25 

S40 

S41 

S30 

昭和 30年(1955) 豊中市に豊能郡庄内町を編入 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発 行  豊中市教育委員会事務局 学校教育課 
電  話：06-6858-2705  F A X：06-6846-9649 

E-mail：kyokeikaku@city.toyonaka.osaka.jp 

【日時】平成 30年（2018年）11月 28 日(水)19 時～20時 30分 

【場所】第十中学校 1階多目的室 

【内容】《意見交換》（仮称）北校の校名について 

《報告》設計ワークショップ（第 3・4 回）について 

（仮称）北校の標準服の検討について 

平成 32年度（2020 年度）からの庄内小学校の通学路について 他 

【校名に関する各委員からの意見（一部抜粋）】 

・「義務教育学校」「小中学校」「学園」なら「○○学園」が呼びやすくてよいのではないか。 

・「竜門」という言葉を使用するなら、そのいわれを地域全体に周知する必要があるだろう。 

・「竜門」は「登竜門」から来ており、同じ「飛躍する」という意味合いを持つ校名がよいのではないか。 

・庄内地域の全ての学校は龍門小学校からできているので、「竜」という字は残してもよいのではないか。 

・地域のアピールをするため「庄内」という言葉を使用する方がよいのではないか。 

・古墳時代と弥生時代をつなぐ「庄内式土器」という歴史学的に重要な 

ものがあることからも、「庄内」という言葉を大事にしたい。 

・新しく出発するイメージならば、地名にこだわらなくてもよいのでは 

ないか。 

・子どもたちに庄内から世界にはばたいてほしい、幸せになってほしい 

という願いを込めたい。 

○標準服：12月に保護者アンケートを実施し、次回の開校準備委員会で結果を報告予定。 

○庄内小学校の通学路：現在の庄内小と野田小の通学路のつなぎ目となる道について、点検作業を進めていく。 

 7 月から 10 月にかけて 4 回シリー

ズで開催しました「（仮称）北校＆（仮

称）南部コラボセンターの設計に向

けたワークショップ」が終了しまし

た。お忙しい中、多くの方にご参加い

ただき、ありがとうございました。 

第 4 回では、具体的に、教室の配

置や下足室の位置などの子どもの動

線、学校とコラボとのつながりなど

についてご意見をいただきました。 

今後、ワークショップでのご意見

や各種法令、コスト面などに関する

検討を行い、今年度末頃に施設に関

する基本計画が完成する予定です。 

弥生時代 庄内式期 古墳時代 

 

【第 4回ワークショップで提示した施設の配置案】 
※決定したものではありません。 

南部コラボ 

大アリーナ 

校舎 

グラウンド 


